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令和 7 年度アルプス学園グループホーム地域連携推進会議議事録 

 

1 日 時 令和 7 年 10 月 4 日(土) 14 時 00 分～16 時 20 分 

 

2 場 所 アルプス学園会議室 

 

3 構成員 

利用者       1 名 利用者代表 

利用者家族     1 名 保護者代表 

地域関係者     1 名 担当区長 

福祉に知見のある方 1 名 法人第三者委員 

行政担当者     1 名 所在地市担当者（欠席） 

施設職員      3 名 グループホーム管理者、グループホームサービス管理責任者 

アルプス学園副園長 

 

4 内 容 

(1) 開会あいさつ 

地域連携推進会議の目的説明およびグループホームの概況説明 

今回が初回の開催になる地域連携推進会議は、今年度から障害者支援施設に義務化されたも

のです。利用者様が地域の一員として生活できるよう住民と交流し、地域の方が事業所を把

握し、理解を深めることで利用者様の権利擁護とサービスの質の向上に繋がり、利用者様が

地域で安心して生活できるようにするためのもので、年１回開催します。 

 

(2) 出席者紹介 

 

(3) 協議、共有事項 

  ① グループホームの紹介（入所者の日常の様子等について） 

   パンフレット参照…障害のある方が少数共同で生活し、生活上の介護等の援助を受け生活

する場です。19 歳から 60 歳代の 17 名が 4 ケ所で生活しています。(支援内容や行事内容

を説明) 

 ※グループホーム内は（アルプス学園と同様に）引き続き感染症対策を実施しています。

感染状況を鑑みながら利用者様が楽しめる行事を考えています。また、建物火災想定の

避難訓練や災害時の避難訓練等で消防署の立ち合いもありますので、地域の皆様のご理

解をお願いいたします。 

② 苦情について 

利用者様のご家族から世話人に対して接遇の苦情がありました。ご家族がグループホーム

へ届け物をしたところ世話人より「知らない」と話があり、連絡事項について地域支援員

と世話人との間で共有できていなかった点と、世話人が自分のことばかり話して、十分な

対応がされなかったことに対しての苦情の申出がありました。 
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   ➡ 謝罪と、今後の対応について説明を行い（相互の連絡の徹底）、世話人からも謝罪の

手紙を出すことで、ご家族の方に納得していただくことができました。 

③ 事故について 

令和 5 年 10 月、利用者様がグループホームを抜け出して、近くのコンビニでチョコレー

トを万引きし、店員に捕まりました。謝罪と代金の支払いをし、再発防止についての説明

を行いました。 

   ➡ 再発防止として、出入口等の鍵の付け替えと、夜間の巡視の徹底を図りました。 

④ アルプス学園の行事について 

地域の方を招いて行っていた「アルプス・あすなろ祭」「夏祭り」はコロナ禍の影響で、

令和 2 年以降は内部開催となっています。令和 7 年 10 月 25 日は、ご家族のみ参加の形

でアルプス祭を行います。来年は感染状況にもよりますが、地域の方を招く形にしたいと

考えています。 

⑤ 地域での行事や役割等について 

地域の行事には、グループホームの利用者様も参加したいと思っています。 

➡ 区長様より、令和 7 年 11 月 2 日（日）午前７時から本田通信前の道路のゴミひろい

活動があるとの話を受けて、グループホーム利用者様も参加する運びとなりました。 

⑥ 利用者の権利擁護について（虐待事案） 

令和 6 年 3 月、男性世話人から利用者様に対しての虐待（心理的、身体的）の疑いが発生

しました。利用者様から「つねられた。殴られた。大きな声で怒られた」との訴えがあ

り、安曇野市に通報しました。その後の調査で、「虐待の認定の判断はできない」という

ことでしたが、「虐待を疑われるような、利用者様への不適切な対応や接触はあったと判

断はできる」という通達を受けました。 

➡ 再発防止策 

ア 虐待防止規程の策定 

イ グループホーム職員会議でのグループワークの取り入れ 

ウ 職員研修の推進（令和 6 年 7 月 29 日に県虐待防止推進委員を講師に迎え、虐待防止

研修を実施しました。) 

エ 外部評価と自己評価の実施 

・外部評価…「福祉サービス第三者評価」、「地域連携推進会議」による、外部の目の取

り入れ 

・自己評価…職員のセルフチェック等の実施の他、利用者様に対しサービスの満足アン

ケートを実施しました。 

 

 

 (4) 意見交換 

① 利用者代表様への生活についての質問 

→ グループホームの生活は楽しいです。作業はあすなろでしています。ペットボトルを

揃える仕事、草取り、清掃をやっています。図書館に行って本を読むことが好きです。 
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 ② 保護者代表様からの質問（利用者様の困りごとを世話人から自分に相談された事があっ

た） 

→ 世話人は、家族に相談するのではなく、職員に相談をし、個別または会議等で解決す

るようにしました。 

③ 保護者代表様からの質問（来年は利用者様からの暴力に対して職員を守る体制が必要だ

が体制はどうなっているのか） 

→ 支援力向上の研修会を行うとともに、職員の心が折れて苦しまないよう面談等行い対

応していきます。 

 

 (5) グループホーム施設訪問（虹のふもと、りんごの樹、コスモスハウス） 

※ひだまりの樹の利用者様は、虹のふもとにて面談を実施 

① 参加者様から利用者様への質問 

   Q：ここの生活は楽しいですか。 

Ａ：楽しいです。休みの日は自分で畑を耕して作物を作りたいです（建物のすぐ外に広く

はないが耕した畑があった）。 

   Q：食事はどうですか。 

   Ａ：おいしいです。 

  ② 見学時の様子…紙ちぎりで遊んでいる利用者様の様子を見学 

③ グループホームの建物等について 

   Q：スプリンクラーのある建物と無い建物の利用者の区分差は？ 

A：スプリンクラーが設置されていれば区分 3 以上、スプリンクラーが設置されていない

と区分 2 以下の方が利用できます。 

   Q：火災報知器を押す利用者はいるのか？ 

A：押さないように、注意書きの紙を貼ってあります。 

Q：しかし押せる状態なら鳴らせることができるのではないか？ 

A：注意書きを利用者の皆さんは守ってくれます。押す人はいません。 

   Q：建物から脱走する人はいるのか？ 

A：現在はいません。脱走時は職員が 30 分捜索し、その後警察へ連絡します。 

Q：世話人の仕事はアルプス学園の職員がやっているのか？ 

A：グループホーム専従のパート職員です。 

 

5 次回開催について 

アルプス学園会議室にて、令和 8 年 9 月か 10 月の開催を予定しています。 

 


